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無人トラクターを活用した大麦スマート播種体系の構築  

 
１  背景・目的  

農業経営体の規模拡大には労働力の確保が不可欠だが、容易でな

く、労働力補完を実現する技術が求められている。そこで、大麦をモデル

作物 とし、自動運転 ・自動作業を実施できる無人 トラクターを活用した

「スマート播種体系 」を構築する。  

 

２  技術のポイント  

(1 )   スマート播種体系は、慣行播種では種子 ・肥料の補充のみを行 う補

助者が無人トラクターの操作 ・監視作業を兼ねることで、人員を増強せ

ずに播種能力を向上し、作付拡大を図るものである（図 １ ） 。  

(2 )   スマート播種体系を導入することで、慣行播種 と同作業人数 ・同作

業時間で、日当たりの播種面積を倍以上にできる（図 ２ ） 。  

(3 )   補助者は経験の浅い農業者でも務めることが可能であり、無人 トラク

ターを活用することで熟練者並みの作業を再現できる。  

 

 

 

３  成果の活用と留意点  

(1 )  複数のトラクターや播種機が必要なため、規模拡大を目指す大規模

経営体に適応性の高い技術である。  

(2 )  本技術は大麦だけでなく、大豆やそば等の畑作物や水稲乾田直播

等の播種作業にも活用できる可能性がある。  

(3 )  本技術は作業するほ場が対面あるいは隣接している条件で活用する。  
 

  問合先：中央普及支援センター  TEL 076-257-6911 

担当者：植松  繁・蔭田  雅史  

図 １  ス マ ー ト 播 種 体 系 の イ メ ー ジ  

図 ２  最 大 日 当 た り 播 種 面 積 の 比 較  
   ※ 作 業 ほ 場 が 対 面 か つ 5 0 a 区 画 の

条 件 で 調 査  
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※本実証は、農林水産省「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト（課題番号：土 5D2）」

（事業主体：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構）の支援により行った。 


